
＜少額領収書等の写しの開示の流れ＞

【鳥取県選挙管理委員会】
(自治振興課）

【開示請求者】

手数料納付
（条例２条①327イ）

⑤'最初に開示を受けた日から30日以内に
更なる開示の申し出（規則11）

【国会議員関係政治団体】
（会計責任者）

①開示請求書を提出
（開示請求）

（法19条の16①③）

Ａ：提出期限の延長の求めがあった
とき（法19条の16⑨）

Ｂ：提出を受けた鳥取県選挙管理
委員会にとって事務処理上の
困難その他正当な理由がある
とき等（法19条の16⑬）

提出を受けた
少額領収書等の写し
※収支報告書と同じ期間、

鳥取県選管で保存
（法19条の16⑰）

④’’延長後の期限等を通知
（Ａ：３０日延長、Ｂ：３０日以内の期間延長）

（法19条の16⑨⑬）

全ての支出の
領収書等を保存

（要旨公表日から３年間）
（法20条の２①）

③’’事務処理上の困難その他正当な理由があ
るときは、提出期限の延長を求めることができる

（法19条の16⑦）

③’ 既に同一の写しを提出しているとき、
１件１万円以下の支出がないときは、

その旨を通知（法19条の16⑥）

手数料納付
（条例２条①327ア）

開示請求に係る国会議員関係政治団
体を特定し、少額領収書等の写しに係
る支出がされた年を単位とし、かつ、所
定の経費項目ごとに区分して請求

（法19条の16②）

開示請求が権利濫用又は公序良俗違反と認められる場

合に該当するとき(②’)、１件１万円以下の支出がないと

き（④ ’)は、不開示決定（法19条の16⑫）

⑥開示の実施
（法19条の16⑮）

③提出命令を受けてから原則20日
以内に少額領収書等の写しを提出

（※）（法19条の16⑥）

②請求を受けてから
10日以内に提出命令

（法19条の16⑤）

④提出を受けてから原則30日以内に
開示決定（閲覧又は写しの交付）

（法19条の16⑪）

開示請求が権利濫用又は公序
良俗違反と認められる場合に

該当するときを除く

人件費以外で１件１万円以下
の支出に係る領収書等の写し

※提出命令に違反して少額
領収書等の写しの提出がな
いときは、その旨開示請求者
に通知し、その国会議員関係
政治団体の名称と主たる事
務所の所在地が公表される

（法19条の16⑯）

手数料納付
（条例２条①327イ）

※開示請求に係る少額領収書等の写しが著しく大量
であるため、当該写しの提出があつた日から６０日以
内にそのすべてについて開示決定等をすることにより
事務の遂行に著しい支障が生ずるおそれがある場

合、開示請求に係る当該写しのうちの相当の部分につ
き当該期間内に当該決定をし、残りの写しについては
相当の期間内に当該決定をすれば足りる。この場合、
当該写しの提出等があってから原則３０日以内に、開
示請求者に対し必要な通知を行う （法19条の16⑭）

⑤開示決定の通知を受けてから原則
30日以内に開示の実施方法を申し出

（規則11）


